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ごみの分別の種類
もえるごみ

もえないごみ

資源ごみ

プラスチック製容器包装

ペットボトル

飲料缶

びん類

紙類

小型家電

粗大ごみ 可燃・不燃

有害ごみ 蛍光灯・乾電池

表‐1　ごみの分別の種類

産業廃棄物 建築廃材、コンクリート、石材、業務用機材、農業用廃プラスチック類、事業系ごみ

処理困難物
廃タイヤ、火薬、シンナー、ペンキ、劇薬、農薬、ガスボンベ、オートバイ、農機具、
リヤカー、オイル、スプリング入りのソファやマットレス、消火器、バッテリー類、
注射器、ドラム缶、ボタン電池、ニッカド電池、便器、風呂釜、火災廃材など

家電リサイクル法による テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機、エアコン

資源有効利用促進法による デスクトップパソコン本体、ノートパソコン、ディスプレイ

表‐3　市が収集しないゴミ

収集するゴミ 収集日

もえるごみ 毎週火曜日

もえないごみ・粗大ごみ 毎月第 1木曜日

資
源
ご
み

紙類・プラ製容器包装 毎月第 2木曜日

缶類・ペットボトル 毎月第 3木曜日

びん類・プラ製容器包装 毎月第 4木曜日

有害ごみ（蛍光灯・乾電池） 地区センターへ

表‐2　ゴミの収集日程

　

10
月
７
日
（
木
）
10
時
か
ら
12
時
、「
秋

季
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
町
内
の

ゴ
ミ
集
積
所
を
見
回
り
ま
し
た
。
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
よ
り
使
い
や
す
い
ゴ

ミ
箱
に
変
わ
り
き
れ
い
に
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
当
日
は
「
も
え
な
い
ご
み
、
粗
大

ご
み
」
の
収
集
日
で
あ
り
、
昨
年
よ
り
ゴ

ミ
の
分
別
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

次
の
よ
う
な
違
反
ゴ
ミ
が
散
見
さ
れ
ま
し

た
。

　

・
び
ん
類
な
ど
資
源
ご
み
が
混
じ
っ
て

い
る
。

　

・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
な
か
に
収
集
し
な

い
ゴ
ミ
が
混
じ
っ
て
い
る
。

　

・
蛍
光
灯
、
乾
電
池
な
ど
の
有
害
ご
み

が
混
じ
っ
て
い
る
。

　

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
に
つ
い
て
、「
ゴ
ミ

の
収
集
日
程
」「
遠
野
市
が
収
集
し
な
い

ゴ
ミ
」
そ
し
て
新
た
に
分
別
す
る
こ
と
に

な
っ
た
「
有
害
ご
み
」
に
つ
い
て
再
度
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

遠
野
市
で
は
表
‐
１
の
と
お
り
ゴ
ミ
を
分

別
し
て
い
ま
す
。
上
郷
町
の
ゴ
ミ
収
集
日

は
「
ゴ
ミ
の
収
集
日
程
」（
表
‐
２
）
の

と
お
り
、
燃
え
る
ゴ
ミ
は
毎
週
火
曜
日
、

粗
大
ご
み
毎
月
第
１
木
曜
日
、
資
源
ご

み
（
紙
類
・
プ
ラ
製
容
器
包
装
）
毎
月
第

２
木
曜
日
、
資
源
ご
み
（
缶
類
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
）
毎
月
第
３
木
曜
日
、
資
源
ご
み

（
ビ
ン
類
・
プ
ラ
製
容
器
包
装
）
毎
月
第

４
木
曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
集
日
程

を
確
認
し
、
集
積
所
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
蛍
光
灯
、乾
電
池
は
「
有
害
ご
み
」

と
し
て
地
区
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い

る
、蛍
光
灯
回
収
ボ
ッ
ク
ス（
写
真
‐
１
）、

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
（
写
真
‐
２
）
で

収
集
し
て
い
ま
す
。
白
熱
電
球
は
も
え
な

い
ゴ
ミ
と
し
て
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。

遠
野
市
で
収
集
し
な
い
ゴ
ミ
を
表
‐
３
に

掲
載
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
を
集
積
所

に
出
す
と
収
集
さ
れ
ず
集
積
所
に
残
さ
れ

ま
す
。
市
で
収
集
し
な
い
ご
み
は
、
取
扱

写真 ‐ 2 電池回収 写真 ‐ 1 蛍光灯回収

店
ま
た
は
販
売
店
に
相
談
す
る
か
、
一
般

廃
棄
物
収
集
業
者
等
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
遠
野
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
で
は
、
店
頭
に
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、食
品
ト
レ
ー
、

電
池
、
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
な
ど
の
資

源
物
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な

ど
で
の
資
源
物
の
店
頭
回
収
に
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

遠
野
市
で
は
ゴ
ミ
の
収
集
処
理
経
費
と

し
て
約
３
億
円
、
一
人
約
１
万
円
と
試
算

さ
れ
て
い
ま
す
。
分
別
し
な
け
れ
ば
「
ご

み
」
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
が
、「
も
っ

た
い
な
い　

知
恵
と
工
夫
と
再
利
用
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ゴ
ミ
を
減
量
し
処
理
経
費

の
削
減
に
努
め
、
分
別
す
る
こ
と
で
「
ご

み
」
は
資
源
物
と
し
て
再
資
源
化
さ
れ
る

な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
め
ら
れ
ま
す
の

で
、回
収
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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A
・
6

荒
町(

あ
ら
ま
ち)

の
天
神
。

　

細
越
荒
町
の
地
に
あ
り
、
田
谷
の
天
神

と
も
い
う
。

A
・
7

平
清
水
の
白
山(

は
く
さ
ん)

神
社

　

細
越
の
番
屋
部
落
、
瓜
ヶ
森
の
西
麓
に

あ
る
湧
水
を
平
清
水(

シ
ャ
ス
ズ)

と
呼

び
、
こ
こ
に
白
山
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る

泉
の
周
辺
か
ら
は
縄
文
式
土
器
が
出
土

し
、
先
住
民
が
生
活
し
た
場
所
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　

中
世
阿
曽
沼
時
代
に
は
、
鱒
沢
左
馬
之

助
の
一
族
平
清
水
某
が
居
住
し
た
所
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

A
・
8

佐
生
田(

さ
し
よ
う
だ)

の
常
楽
寺

　

細
越
佐
生
田
部
落
、
佐
生
田
橋
の
北
西

約
五
〇
㍍
付
近
に
常
楽
屋
敷
と
呼
ば
れ
る

場
所
が
あ
り
、
常
楽
寺
と
い
う
寺
の
跡
と

い
わ
れ
て
い
る
近
く
に
屋
号
を
「
常
楽
」

と
呼
ぶ
家
が
現
存
し
て
い
る
。

A
・
9

林
崎
館

　

細
越
一
二
地
割
八
三
番
地
付
近
、
国
道

三
四
〇
号
線
が
、JR

釜
石
線
鵬
榔
踏
切

を
横
断
し
て
、
住
田
町
方
向
へ
三
〇
〇
㍍

ほ
ど
行
っ
た
切
り
通
し
の
東
側
の
丘
が
林

崎
館
で
あ
る
。

　

天
正
年
中(

一
五
七
三
～
一
五
九
一)

こ
阿
曽
沼
氏
の
臣
細
越
惣
兵
衛
の
居
住
し

た
所
と
の
伝
え
が
あ
る
。

A
・
10

篠
ケ
館(

し
の
が
だ
て)

　

細
越
一
六
地
割
九
五
番
地
付
近
、
別
名

関
口
館
と
も
い
う
岩
崎
部
落
の
南
、
早
瀬

川
に
沿
うJR

釜
石
線
の
真
上
の
部
分
が

館
で
あ
る
。

　

阿
曽
沼
時
代
、
鱒
沢
左
馬
之
助
の
一
族

関
口
某
の
居
住
し
た
所
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

A
・
11

瓜
ヶ
森
館(

う
り
が
も
り
だ
て)

　

細
越
二
五
地
割
二
六
番
地
付
近
、
別
名

駒
込
館
と
も
い
う
。

　

駒
込
地
内
の
国
道
二
八
三
号
線
北
側
の

丘
に
あ
り
、
阿
曽
沼
時
代
鱒
沢
左
馬
之
助

の
一
族
平
清
水
某
が
居
住
し
た
所
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

A
・
12

辷
田
峠
の
一
里
塚

　

細
越
辷
田
峠
の
旧
釜
石
街
道
の
項
上

付
近
、
旧
釜
石
街
道
は
、
遠
野
か
ら
仙

人
峠
を
経
て
東
海
岸
の
釜
石
に
至
る

が
、
一
日
市
の
宇
迦
神
社
を
基
点
に
三
番

目
の
塚
で
、
築
か
れ
た
の
は
明
暦
三
年

(

一
六
五
七)

頃
と
い
わ
れ
、
多
く
は
破

損
し
て
形
を
と
ど
め
な
い
が
、
辷
田
峠
の

一
里
塚
は
完
全
な
形
で
現
存
し
て
お
り
、

近
世
の
貴
重
な
交
通
史
跡
と
し
て
、
遠
野

市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

（
こ
の
記
事
は
不
定
期
に
掲
載
し
ま
す
。

冊
子
は
地
区
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

■上郷町予定（10 月 ~11 月）

10 月 25 日（月） 防犯パトロール
26 日（火） 一人暮らし交流会

11 月 4日（木） 定例区長会
5日（金） 民児協定例会
10 日（水） 体協定例会

■ごみの収集日（10 月 ~11 月）

10 月 26 日（火）もえるごみ
28 日（木）ビン・プラ製容器包装

11 月 2日（火）もえるごみ
4日（木）もえないごみ・粗大ごみ
9日（火）もえるごみ
11 日（木）紙類・プラ製容器包装
16 日（火）もえるごみ
18 日（木）缶類・ペットボトル

有害ごみ (蛍光灯、乾電池 )は地区センターへ

スマホで災害に備えよう
スマホを使った災害時の「安否確認」と「情報収集」
を学びましょう。
日　時：11月1日㈪11時～12時（1回目）
　　　　　　　　　   13時～14時（2回目）
場　所：上郷地区センター第３会議室
受講料：無料
講　師：ドコモショップ遠野店
持ち物：スマホ
定　員：８名（1回４名まで）
申し込み先：上郷地区センター電話（６５－２０２２）
申込締切：１０月２７日（水）

【生涯学習講座】

申し込みは
１０月２７日（水）

まで

--- 子宮頸がん検診送迎タクシー利用者募集 ---
   　　子宮頸がん検診　11 月 11 日実施

　上郷町では、遠野市が実施する各種検診（健診）をより多くの方

に受けていただく為、希望する方の自宅付近から検診（健診）会場

の上郷地区センターまでタクシーで無料送迎を行う予定です。送迎

を希望する方は検診（健診）日の３日前までに

上郷地区センター ( 電話：65-2022）にお申し込み下さい。

　

推
進
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
上
郷
町

の
情
報
発
信
を
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か

ら
記
事
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

http://w
w

w
.tonotv.com

/m
em

bers/

kam
igotow

n/

　

Q
R

コ
ー
ド
を
掲
載

し
ま
す
の
で
ス
マ
ホ
で

も
も
見
れ
ま
す
。


